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上
下
水
道
庁
舎
の
再
検
討

に
つ
い
て

問

上
下
水
道
庁
舎
建
設
は
、

起
債
を
含
め
二
十
三
億
八
千
万

円
の
予
算
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
庁
舎
建
設
に
お
け
る
市
民

ニ
ー
ズ
等
が
問
わ
れ
凍
結
さ
れ

た
。
今
後
ど
う
再
検
討
す
る
の

か
。
ま
た
組
織
が
統
合
さ
れ
三

年
近
く
に
な
る
が
、
職
員
意
識

の
向
上
や
窓
口
等
類
似
業
務
の

統
合
は
図
ら
れ
た
の
か
。

市
長

総
合
庁
舎
の
空
き
ス
ペ

ー
ス
活
用
は
撤
回
し
、
費
用
対

効
果
を
精
査
の
上
検
討
す
る
。

経
営
企
画
室
長

局
内
の
検
討

委
員
会
で
、
業
務
の
課
題
を
総

括
す
る
等
職
員
の
意
識
向
上
に

努
め
て
い
る
。
類
似
業
務
の
統

合
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
る

が
成
案
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

若
年
者
雇
用
対
策

問

若
年
者
の
雇
用
対
策
は
焦

眉
の
急
の
課
題
で
あ
る
。
特
に

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度
は
十
分

に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、
制

度
の
効
果
的
活
用
を
ど
う
図
る

の
か
。
ま
た
ニ
ー
ト
・
フ
リ
ー

タ
ー
対
策
に
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
実
施
す
る
の
か
。

市
長

ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
制
度

の
必
要
性
は
高
い
と
考
え
る
。

市
内
企
業
の
求
人
ニ
ー
ズ
を
若

者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
等
制
度
の

活
用
を
促
進
す
る
。
ニ
ー
ト
、

フ
リ
ー
タ
ー
対
策
は
、
若
者
が

働
く
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
で
き

る
施
策
を
強
化
す
る
。

二
期
制
に
つ
い
て

問

市
長
の
公
約
に
二
期
制
の

検
証
、
充
実
と
あ
る
が
、
二
期

制
の
全
国
で
の
実
施
率
は
ど
う

か
。
ま
た
夏
休
み
中
の
サ
ポ
ー

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

リ
ベ
ラ
ル
東
大
阪

市
民
プ
ラ
ザ
を
拠
点
と
し
た
市
民
と
行
政
の
協
働
の
町
づ
く
り
を
推
進
せ
よ

市
民
プ
ラ
ザ
を
拠
点
と
し
た
市
民
と
行
政
の
協
働
の
町
づ
く
り
を
推
進
せ
よ

代
表
質
問

木
村

正
治

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定

問

現
在
、
市
内
七
カ
所
の
リ

ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
市
民
と
協
働

の
町
づ
く
り
の
一
方
の
主
役
は

行
政
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
制

度
導
入
に
対
す
る
市
の
責
任
に

つ
い
て
答
え
よ
。

市
民
生
活
部
長

制
度
を
活
用

し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
十
分

に
生
か
せ
る
分
野
で
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
り
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
的
な
業

務
遂
行
を
図
る
。
市
民
プ
ラ
ザ

を
拠
点
と
す
る
協
働
の
町
づ
く

り
に
は
、
行
政
が
市
民
と
と
も

に
責
任
を
持
っ
て
推
進
す
る
。

市
営
住
宅
の
入
居
管
理

問

入
居
者
の
中
に
は
五
十
年

に
わ
た
る
長
期
入
居
者
が
約
百

世
帯
い
る
な
ど
、
現
在
の
入
居

管
理
で
は
市
民
の
公
平
感
を
満

た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後

の
入
居
管
理
の
方
針
を
示
せ
。

建
築
部
長

若
年
者
向
け
期
限

付
き
入
居
制
度
の
導
入
や
親
か

ら
子
へ
の
入
居
の
継
承
は
原
則

認
め
な
い
な
ど
、
厳
格
に
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
市
民
の
公
平

感
に
沿
う
も
の
と
考
え
る
。
ま

た
入
居
時
よ
り
収
入
が
著
し
く

上
昇
し
た
世
帯
に
つ
い
て
は
、

民
間
住
宅
並
み
の
家
賃
を
徴
収

す
る
な
ど
、
転
居
を
促
す
施
策

を
展
開
し
、
真
に
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
世
帯
が
入
居
し
や
す

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

障
害
者
就
労
支
援
促
進
事
業

問

障
害
者
の
就
労
可
能
な
職

場
を
開
拓
す
る
就
労
支
援
員
の

配
置
等
を
行
う
、
就
労
支
援
促

進
事
業
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。
ま
た
職
場
を
開

拓
し
た
後
の
支
援
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

福
祉
部
長

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
布

施
に
求
人
票
を
提
出
し
て
い
る

従
業
員
数
三
十
名
以
上
の
市
内

事
業
所
約
三
百
社
に
対
し
、
障

害
者
の
就
労
に
向
け
た
日
ご
ろ

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
事
業
主
に
障
害
者

の
実
習
や
就
労
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
む
事

業
で
あ
る
。
職
場
を
開
拓
し
た

後
は
、
職
場
に
定
着
す
る
た
め

の
職
場
適
応
支
援
や
生
活
支
援

を
進
め
て
い
く
。

小
中
学
生
の
基
礎
学
力

問

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査

が
実
施
さ
れ
、
大
阪
府
内
の
小

中
学
生
の
基
礎
学
力
が
全
国
平

均
を
下
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

全
体
的
に
低
調
で
あ
る
基
礎
学

力
到
達
や
生
徒
の
学
習
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
講
じ
る
の
か
。

教
育
次
長

児
童
生
徒
の
学
習

意
欲
を
は
ぐ
く
む
た
め
、
教
員

の
授
業
力
を
高
め
る
研
修
を
一

層
充
実
し
、
実
践
的
な
指
導
内

容
や
指
導
方
法
の
改
善
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
各
学
校
に
お
い

て
は
、
課
題
に
応
じ
た
少
人
数

指
導
の
活
用
や
補
充
学
習
を
行

い
基
礎
的
、
基
本
的
な
学
力
の

定
着
に
努
め
て
い
く
。授業の工夫などで学習意欲をはぐく

み、小中学生の基礎学力の向上を図
ります。（縄手南小学校）

凍結されている上下水道局庁舎の建
設計画について、費用対効果を十分
考慮した上での再検討が求められて
います。（水道庁舎）

ト
デ
イ
は
ど
の
よ
う
に
実
施
し

て
い
る
の
か
。

教
育
監

全
国
で
二
期
制
を
導

入
し
た
小
中
学
校
は
約
二
割
と

な
っ
て
い
る
。
夏
休
み
中
の
サ

ポ
ー
ト
デ
イ
は
平
均
十
日
以
上

設
定
さ
れ
、
補
充
学
習
や
地
域

の
協
力
を
得
た
講
座
等
様
々
な

工
夫
が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は

優
れ
た
学
校
の
取
り
組
み
を
広

げ
、
よ
り
よ
い
二
期
制
の
実
施

に
努
め
た
い
。

代
表
質
問

飯
田

芳
春

小
・
中
学
校
の
二
期
制
の
効
果
を
問
う

小
・
中
学
校
の
二
期
制
の
効
果
を
問
う

さ
わ
や
か
な
風

さ
わ
や
か
な
風
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